
ｊ
Ｉ
９
－

　
　

ｉ

　

－
ｉ

虻
△
の
△
輩

ｒ

　

－

　
　
　
　

－

１
　
レ
の
し
文
學

元
史
叢
．
脆
．
の

　
　
　

（
五
－

　

順
帝
と
そ
。
0
2
　
太
デ

至
順
三
年
。
夕
八
日
潜
１
文
京
は
よ
忿
樫
一
十
九
Ｉ
崩
ず
る

y(四)一

　
　
　

と
、
女
宗
の
粟
郷
宗
の
挙
な
る
誌
聘
質
班
ド
す
な
社
ち
寧
宗
が

　
　
　

立
９
た
か
、
・
。
脊
位
わ
づ
柘
餉
一
十
三
冊
・
｛
涵
轍
木
肆
体
｝
把
’
よ
る
】

　
　
　

で
崩
巴
’
ヽ
そ
め
如
と
柘
ぱ
ヽ
‐
同
ｔ
・
く
明
宗
の
子
で
、
借
琲
質
班

　
　
　

の
兄
た
る
爰
懐
貼
睦
肇
・
が
ブ
廣
東
の
静
江
、
す
な
轜
ち
今
の
桂

　
　

’
林
か
ら
迎
ぺ
ら
れ
ヽ
て
、
位
昿
即
い
た
。
時
比
年
十
三
、
君
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｉ
Ｌ
ｚ

　
　
　

元
の
最
後
９
天
子
順
帝
で
あ
っ
て
≫
や
が
て
潮
の
太
祗
忙
逐
は

　
　
　

れ
て
・
北
淡
に
９
が
れ
る
迄
、
在
位
三
十
五
年
で
あ
っ
た
。

　

土
戸

　
　
　
　

順
帝
も
家
那
の
書
法
を
よ
く
し
た
ど
と
は
Ｊ
こ
ｏ
論
文
ｏ
冑

　
　
　

頭
に
引
。
い
だ
陶
宗
儀
？
「
書
史
軋
要
」
に
、
－
一
「
天
性
仁
恕
、
つ
と

か

　

め
て
寛
事
ｔ
そ
冶
を
致
し
た
ま
ひ
ご
零
草
を
改
め
て
寡
文
と
篤

こ畳f
l二ｔ

川

幸

　

次

　

郎
。

　
　
　

‘
。
、
’
‘

　
　

｀
’
７

じ
、
」
儒
ｔ
・
崇
め
ｔ
道
を
童
ん
じ
、
薦
臣
竃
１
　
渡
一
１
　
た
金
ふ
。
萬

幾
一
歌
舞
に
快
心
ｔ
翰
鼻
に
留
弟
た
ま
ひ
、
書
１
　
　
が
庸
ふ
所
の

大
字
は
。
’
。
巌
正
紡
密
犀
し
ｔ
、
や
浅
學
の
到
。
る
可
き
兪
赤
寸
。
■
ｍ

　
　
　
　

ど

　
　
　
　
　
　
　
　

’
ｙ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

１
　
ｏ
世
に
傅
は
る
岑
の
、
し
人
丸
が
て
賓
と
な
Ｉ
す
Ｊ
と
刄
免
る
通

’
り
で
あ
る
・
が
、
い
は
ゆ
る
「
奎
爰
０
世
に
傅
は
る
･
＞
≪
'
.
Ｑ
」
と
し

て
、
そ
の
宸
翰
紀
豚
す
る
記
事
を
載
籍
の
中
か
ら
拾
へ
ば
、
ま

づ
幼
年
時
代
Ｉ
諸
王
ヽ
と
し
て
廣
５
　
に
遷
論
さ
れ
た
時
代
の
ｉ
の
’

と
し
て
揉
、
胡
震
宦
な
。
る
も
の
に
具
へ
た
九
饗
０
二
字
０
皺
が

許
有
仁
の
「
至
正
集
」
倦
七
十
｝
’
に
見
考
る
。

　
　
　
　

恭
題
胡
豊
宦
所
載
今
上
御
１
　

　

・

　

右
衣
。
臣
慄
章
胡
震
宦
、
奉
九
１
　
二
字
示
臣
有
壬
曰
、
震
宦

　
　

游
桂
林
、
賓
得
侍
今
上
皐
帝
筆
硯
、
‐
及
見
始
作
字
時
り
、
茜
’

　
　

う
筆
如
宿
習
、
毎
精
意
審
訂
、
・
然
後
根
腎
’
』
』
掃
不
復
潤
飾
、
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叩

　
　

此
則
書
以
賜
震
宦
者
也
、
臣
有
壬
棄
休
伏
観
、
而
鵜
有
感

　
　

於
揚
雄
氏
之
言
也
、
雄
之
言
９
　
、
聖
人
矢
口
而
成
言
、
肆

　
　

筆
而
成
書
。
蓋
天
縦
之
聖
、
不
求
成
文
パ
放
口
而
白
成
文
、

　
　

不
求
成
訓
、
恣
筆
而
自
成
訓
、
書
以
篤
訓
有
道
焉
、
字
卑

　
　

之
寓
有
訓
焉
、
宸
翰
健
剛
端
重
、
渾
然
天
ぼ
、
書
家
疲
精

　
　

力
、
吃
吃
歳
月
丿
有
所
不
能
、
而
天
性
超
越
、
一
趨
径
至
、

　
　

非
聖
人
肆
筆
而
成
書
乎
、
而
九
賞
二
字
、
又
有
訓
焉
丿
唐

　
　

高
宗
篤
飛
白
賜
近
臣
、
皆
有
比
興
、
其
賜
部
處
俊
曰
、
飛

　
　

九
饗
、
恢
六
翻
、
豊
聖
衷
有
見
於
震
宦
、
放
不
他
書
、
而

　
　

副
此
二
字
以
賜
之
邪
で
震
宦
其
益
進
於
學
、
益
勣
於
行
、

　
　

養
六
圖
以
待
一
飛
｛
其
勿
急
急
於
小
成
也
、

　

果
し
て
ど
れ
ほ
ど
ｏ
出
来
ば
え
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
ぬ
と

し
て
、
「
健
剛
端
重
、
渾
然
天
成
」
と
は
、
幼
童
の
書
を
褒
め

る
ｏ
に
、
ふ
さ
は
し
い
言
葉
で
あ
る
。
欧
・
陽
玄
の
「
御
書
九
１
　

賛
」
と
い
ふ
文
も
、
こ
の
御
書
の
賛
で
あ
っ
て
。
「
天
は
淵
衷

を
啓
き
、
紳
は
筆
力
を
助
け
、
震
の
書
と
乾
の
初
と
、
天
の
則

を
洞
見
し
た
ま
ふ
」
と
評
し
て
ゐ
る
。

　

そ
の
ほ
か
静
江
時
代
の
翰
墨
と
し
て
。
、
。
蘇
天
爵
の
「
元
故
余

浙
東
海
石
道
憲
政
廉
訪
司
事
気
君
墓
碍
銘
」
に
は
、
＼

　
　
　
　
　
　

い
。
ぷ

　
　
　
　
　

。
ｙ
Ｊ

　
　

上
時
燕
間
、
ｗ
.
親
翰
墨
、
大
１
　
賢
卿
二
字
以
賜
、

と
ヽ
近
侍
０
既
世
良
に
賢
卿
０
二
字
を
書
い
て
輿
へ
た
む
ね
を

記
し
、
余
閥
０
「
青
陽
先
生
文
集
」
巷
八
に
見
え
た
「
御
書
賛
」

に
は
、

　

’

　
　

今
上
皇
帝
潜
邸
廣
西
時
、
書
方
」
谷
字
、
賜
臣
毛
遇
順
、
謹

　
　

賛
曰
、
皇
徳
淵
覗
、
泊
如
大
虚
、
海
上
浴
日
、
惟
１
　
篤
娯
、

　
　

穆
々
玄
雲
、
垂
如
脂
素
、
祁
馬
登
河
、
驚
鸞
游
霧
、
臣
順

　

’
霖
賜
、
今
益
造
玄
、
雲
漢
在
上
、
湖
可
査
焉
、

と
、
毛
遇
順
に
方
谷
の
二
字
を
舞
へ
た
む
ね
を
記
す
。
前
の
九

零
の
二
字
と
共
に
、
お
そ
ら
く
手
習
草
紙
の
切
れ
は
し
で
あ
ら

う
。
権
衡
０
「
庚
申
外
史
」
【
「
賓
顔
堂
秘
笈
」
に
。
収
む
】
に
は
、

帝
は
静
江
に
ゐ
た
頃
、
さ
る
寺
を
居
所
Ｉ
し
て
ゐ
た
か
、
そ
こ

の
長
老
か
帝
を
憐
ん
で
、
論
語
孝
経
を
授
け
、
且
つ
Ｉ
課
と
し

て
二
枚
づ
っ
習
字
を
さ
せ
た
と
い
ふ
Ｉ
。
果
し
て
然
ら
ば
、
ほ
ぽ

漢
人
の
子
供
と
同
じ
教
育
を
、
こ
の
幼
・
い
蒙
古
の
皇
族
は
、
受

け
た
わ
け
で
あ
る
。
「
外
史
」
に
は
ま
た
、
帝
は
迎
へ
ら
れ
て
都

に
錨
る
際
、
勉
強
道
具
を
小
箱
に
詰
め
て
行
っ
た
と
も
、
記
し

て
ゐ
る
。

　

、
。
帝
居
寺
時
、
長
老
秋
江
亦
１
　
獣
之
讃
論
語
孝
綴
、
日
寫
用

　
　

張
、
及
召
回
京
師
日
、
収
拾
書
冊
紙
筆
、
截
小
皮
旅
中
、

　
　

手
自
開
閉
、
。
用
馬
獣
之
前
行
、
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夕

　

次
に
郎
位
後
の
面
翰
と
し
て
ば
、
黄
僊
９
「
黄
畢
土
文
集
」
’

巻
コ
十
「
に
、
次
ヽ
の
二
つ
・
癖
践
が
見
え
る
。
ド
’

　
　
　
　

恭
放
御
書
明
良
二
大
字

　

。
。
皇
上
在
宥
天
下
、
端
根
無
錦
。
清
間
之
燕
、
‐
游
心
於
駱
事
、

　
　

雲
章
杢
書
、
夏
出
前
古
帝
王
之
上
、
面
臣
下
穿
有
獲
弁
賜

　
　

者
、
惟
翰
林
學
士
承
旨
開
府
儀
同
三
司
礼
刺
爾
公
、
以
開

　
　

國
元
勅
之
冑
、
世
長
宿
衛
、
清
忠
梓
徳
、
‐
簡
在
帝
心
、
’
親

　
　

御
翰
１
　
、
書
明
良
二
大
字
以
賜
焉
で
働
命
公
周
以
篤
字
、

　
　

臣
番
黍
以
非
才
、
載
筆
従
公
之
後
、
公
出
以
示
臣
、
仲
志

　

・
于
下
方
、
臣
塞
惟
君
雅
臣
卑
者
分
之
殊
、
休
戚
同
之
、
北
ハ

　
　

醵
則
一
、
是
放
舜
之
作
歌
、
皐
陶
之
腸
載
、
皆
取
諸
人
之

　
　

}
■
身
、
而
以
元
首
股
肱
篤
喩
、
元
首
之
明
、
君
徳
也
、
股

　
　
　

‐
‐
・
恭
践
御
書
慶
壽
二
大
字
‐

　
　
　

今
上
皇
帝
改
元
至
正
之
明
年
。
翰
林
學
士
臣
柔
爾
直
班
バ

　
　
　

官
一
日
侍
燕
間
午
宣
文
閣
、
上
親
御
翰
墨
、
作
慶
壽
雨
大

　
　
　

字
、
ご
以
賜
焉
、
後
七
年
、
臣
漕
以
非
才
待
罪
翰
林
、
臣
柔
‥

　
　
　

爾
直
班
由
遼
陽
行
中
書
省
乎
章
政
事
、
入
篤
中
政
使
’
　
Ｓ

　
　

以
示
臣
漕
、
倅
謹
誌
之
、
臣
漕
欽
惟
、
。
皇
帝
陛
下
以
天
縦

　
　
　

之
多
能
、
聖
學
之
催
事
、
形
於
心
書
、
如
雲
漢
之
昭
回
在

　
　
　

上
’
　
Ｊ

　
　

‘
’
以
壽
篤
先
、
兆
民
所
頼
、
一
人
之
慶
、
夫
以
動
腎
貴
弊
篤

　
　
　

國
世
臣
、
錫
之
眉
壽
、
以
保
兵
家
、
宜
也
、
乃
若
推
廣
上
゛

　
　
　

恩
、
均
慶
于
下
、
使
八
荒
之
人
、
同
臍
壽
域
、
豊
非
所
謂

　
　
　

彰
君
之
賜
乎
、
臣
悟
於
名
言
之
所
不
及
者
、
既
不
敢
賢
一
’

　
　

・
離
、
而
属
望
之
私
、
省
‐
不
容
白
一
已
者
、
謹
。
以
志
于
下
方
ヽ

　
　

「
雲
章
圭
安
ご
。
飢
か
に
前
古
の
帝
王
の
上
茄
出
で
た
ま
ふ
と

　

い
ぴ
ヽ
「
雲
漢
の
上
に
昭
回
す
石
が
姐
し
」
と
い
ぶ
の
は
、
：
も
。

　

と
よ
り
溢
美
０
僻
で
あ
。
ら
う
。
い
じ
か
し
Ｊ
『
清
間
の
燕
に
Ｉ
は
、
心

’
を
酪
事
‘
に
遊
ば
せ
』
、
‘
「
聖
學
の
餓
事
が
、
心
書
に
形
昧
れ
た
」

　

こ
と
は
、
疑
｛
べ
く
も
な
い
。
か
れ
こ
れ
思
ひ
。
合
は
せ
る
と
。

　

そ
の
書
法
は
全
く
格
に
入
ら
ぬ
も
の
で
も
な
か
つ
た
や
う
で
あ
。

　

る
。
な
ほ
ぐ
こ
｛
の
｀
二
通
の
宸
翰
を
賜
は
う
た
孔
創
案
公
■
ｐ
乃
至
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肱
之
良
’
‐
’
臣
道
也
バ
合
明
良
之
二
言
以
篤
賜
、
而
因
以
字

い
之
ぐ
・
手
以
表
君
臣
之
÷
値
也
、
非
世
家
重
臣
、
興
國
同

　

休
戚
者
。
何
以
堪
此
乎
、
・
雖
然
、
舜
皐
陶
之
唐
歌
、
所
謂

　

元
首
明
哉
者
、
・
臣
之
良
由
君
之
明
也
で
武
丁
之
命
説
、
。
所

に
謂
股
肱
惟
－
＜
’
良
ｉ
Ｄ
ｉ
惟
聖
者
、
’
・
君
之
聖
由
臣
之
良
雄
、
然

乙
峯
公
之
儡
篤
補
報
者
ヽ
宜
何
如
芦
臣
不
芦
不
敢
徒
以

　

公
衣
被
昭
回
之
光
、
’
侈
儡
プ
時
之
条
遇
、
・
而
猫
以
大
人
之

　

事
君
者
ｉ
-
有
望
於
公
、
・
同
伴
普
賢
専
美
于
前
也
、
～

　

パ

／

Ｘ



如

　

は
栗
爾
貞
班
と
い
ふ
の
は
、
順
帝
０
文
臣
で
あ
っ
て
、
字
は
惟

　
　

中
、
礼
剌
爾
氏
、
開
國
の
元
勧
た
る
木
華
黎
の
裔
で
あ
っ
て
、

　
　

元
班
忙
よ
れ
ば
そ
の
七
世
の
孫
で
あ
り
、
英
宗
の
輔
相
な
る
昇

　
　

住
か
ら
は
従
子
に
あ
た
る
。
ま
た
銭
大
町
の
況
で
は
、
木
華
黎

　
　

の
六
世
の
孫
昇
住
の
従
兄
弟
だ
と
す
る
・
い
づ
れ
に
し
て
も
営

　
　

時
の
蒙
古
貴
族
中
、
最
も
文
學
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
心
を
経

　
　

術
に
留
め
、
。
伊
洛
諸
儒
の
書
を
、
手
か
ら
離
さ
寸
、
五
霞
詩
を

　
　

作
る
の
を
好
み
、
書
に
長
け
、
「
治
原
通
訓
」
命
ご
い
ふ
著
述
ま
で

　
　

あ
っ
た
と
、
元
史
に
見
え
る
。

　
　
　
　

こ
の
二
通
の
宸
翰
の
ほ
か
、
楊
璃
の
「
山
居
新
話
」
に
は
、

　
　
　

希
山
章
」
の
二
大
字
を
沙
刺
班
に
賜
は
っ
だ
と
見
え
る
が
、
こ

　
　
　

れ
も
ね
そ
ら
く
即
位
後
の
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　

北
庭
文
定
王
沙
刺
班
、
胱
山
恵
、
字
敬
臣
、
畏
吾
人
、
今

　
　
　
　

上
皇
帝
之
師
誰
、
上
嘗
御
書
山
恵
二
大
字
賜
之
、

　
　
　

ま
た
い
ま
原
書
を
見
る
を
得
変
い
け
れ
ど
も
、
「
佩
文
斎
１
　
婁

　
　

譜
」
巻
二
十
に
よ
れ
ば
、
李
存
の
「
倹
素
集
」
に
は
、
玄
教
大

　
　

宗
師
奥
仝
節
に
賜
は
っ
た
「
間
間
看
雲
」
の
四
大
字
の
賛
と
し

　
　

て
ご

　
　
　

ヽ
｀
元
統
元
年
、
皇
帝
御
用
仁
殿
、
特
書
間
間
看
雲
四
大
字
、

　
　
　
　

賜
玄
撒
大
宗
師
特
進
上
卿
臭
全
節
、
於
是
雅
則
、
飾
凛
金

　
　

碧
’
茸
譜
而
掲
之
。
布
衣
臣
李
存
言
日
、
聖
心
之
安
、
紳

　
　

気
之
和
、
藍
溢
於
筆
墨
之
外
、
不
但
度
越
前
代
、
有
非
専

　
　

門
白
首
所
能
企
及
、
謹
稽
首
而
錫
之
賛
目
、
皇
帝
践
祚
、

　
　

恂
於
文
徳
、
偉
哉
天
遊
、
先
此
翰
墨
ご

　
　

外
臣
、
座
時
順
事
、
豊
必
隠
楡
、
故
山
之
西
、
有
宇
明
静
、

　
　

異
共
扁
掲
、
昭
乃
修
省
、
燕
間
特
書
、
龍
相
鳳
並
、
煥
乎

　
　

天
章
、
誰
其
能
名
、
微
臣
何
有
、
四
海
頌
聾
、

　

さ
て
、
か
く
帝
は
自
ら
翰
墨
に
親
し
ん
だ
ば
か
り
で
な
く
、

前
賢
の
法
書
に
對
し
て
も
、
開
心
を
示
し
、
か
つ
て
智
永
の
千

字
文
を
翻
刻
し
て
。
諸
臣
に
賜
は
つ
だ
こ
と
が
あ
る
。
。
許
有
子

の
「
至
正
集
」
巻
七
十
三
に
見
え
た
次
の
二
践
に
よ
れ
ば
、
原

本
は
燕
京
の
田
氏
か
ら
翰
林
貞
學
士
亦
思
刺
瓦
性
吉
を
経
て
秘

府
に
猷
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
い
ふ
が
、
、
ｓ
か
な
る
譜
系
０
本
で
あ

る
か
、
書
の
歴
史
に
く
ら
い
私
に
は
、
そ
の
道
の
方
の
教
を
待

つ
ほ
か
な
い
。

　
　
　
　

践
戸
部
主
事
観
香
奴
新
劃
千
文
賜
本

　
　

智
永
真
草
千
文
。
散
落
世
間
、
存
者
無
幾
、
雖
秘
書
所
蓄
、

　
　

亦
有
可
１
　
　
指
議
者
、
南
北
盛
傅
、
在
京
師
則
有
田
‘
氏
家
喊
１
　

　
　

蹟
七
十
三
行
篤
最
佳
、
田
氏
副
書
散
失
、
翰
林
直
學
士
亦

　
　

思
剌
瓦
斡
吉
噺
得
之
、
不
敢
私
有
、
以
獣
於
上
、
上
覧
酉
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慨
り
命
移
剃
諸
右
間
で
以
墨
’
本
賜
臣
下
、
。
翰
林
車
参
観
曹
‘

　

奴
露
腸
呵
’
観
雪
嬢
得
之
、
。
亦
思
一
七
十
三
行
中
所
謂
堅
蒋

　

雅
操
好
爵
自
席
之
言
、
以
報
聖
恩
之
萬
一
乎
、
勿
徒
錫
翰

　

皇
観
美
春
ｕ
也
、

イ
≒
隷
検
討
鄭
取
新
刻
平
文
題
本
～

　

貧
水
１
　
午
文
１
　
蹟
ヽ
皇
上
賛
而
善
之
、
命
刻
諸
石
、
草
本

　

所
及
。
』
蓋
殊
渥
也
、
而
経
節
嶮
討
臣
郷
取
・
、
以
侍
従
之
請
、

　

亦
糟
賜
帚
ヽ
穎
観
宸
翰
精
妙
、
高
出
古
今
、
天
光
日
華
、

　

肯
飾
萬
物
、
而
撒
取
法
古
昔
、
此
大
萬
之
不
白
蒲
恢
也
、
、

　

音
有
史
、
臣
、
下
用
拙
筆
以
取
容
者
、
自
言
我
於
興
代
、
方

　

外
之
人
、
一
唇
之
精
、
接
拾
鯖
統
。
件
裸
於
世
、
何
懸
絶

　

若
是
邪
、
在
赫
且
爾
、
則
於
往
聖
裁
民
命
壽
國
昧
之
大
誕

　

要
訓
、
有
不
求
者
乎
、
此
継
鑓
之
所
以
緋
煕
日
新
也
、
是

’
帖
之
不
眠
、
非
智
永
之
幸
、
’
斯
文
之
幸
也
、
斯
文
之
幸
、

　

天
下
後
世
之
幸
也
、

　

レ

　
　
　

　
１

ま
た
欧
陽
玄
の
「
圭
斎
文
集
」
巻
十
四
「
御
賜
石
刻
千
文
揚

本
後
題
」
ま
た
こ
の
模
本
０
雖
で
あ
る
ン

　
　

ー

　

今
上
皇
考
得
智
永
千
沫
、
命
近
臣
が
刻
宣
文
閣
中
、
所
拓

ｙ
‐
墨
本
、
従
官
之
有
文
學
者
、
・
則
識
以
宣
文
閣
賓
而
賜
之
、

　

授
鰹
郎
浦
陽
聯
深
浚
常
、
‐
１
　
侍
上
節
節
、
故
。
預
是
賜
、
可

　
　

謂
稽
古
之
槃
秀
夫
。
金
璧
珠
賓
、
天
下
貴
賤
之
所
同
倚
也
、
’

　
　

國
狼
以
隻
有
徳
賞
有
功
。
於
所
同
偉
者
不
斬
‘
焉
。
所
以
’
示

　
　

恩
也
、
至
於
法
書
名
寮
、
。
遇
憧
文
之
代
、
一
時
君
聖
性
好
古
、

　
　

則
其
所
偉
。
‘
有
重
於
金
璧
珠
寛
矣
、
於
其
吝
學
侍
従
之
。
臣
、

　
　

不
断
共
所
狽
偉
者
而
賜
之
、
所
以
示
異
恩
也
、
廊
氏
浦
陽

　
　

義
門
、
九
世
同
廊
、
。
朝
廷
嘗
施
之
、
今
浚
常
以
斯
文
叉
膚

　
　

息
賜
、
愚
故
願
養
門
之
子
孫
、
世
世
賓
之
↓
上
以
咎
忘
聖

　
　

天
子
好
古
博
玖
之
志
、
、
下
無
以
忘
乃
直
父
遭
遇
之
由
、
足

　
　

以
垂
久
遠
矣
、
’

　
　
　
　
　
　

。
’

　
　
　
　

一

　
　

、
』

　

・
さ
て
、
こ
の
あ
た
り
で
い
さ
さ
加
騰
れ
て
“
か
た
い
の
-
Ｍ
’
-

か
り
支
宗
０
翰
墨
の
府
で
あ
っ
た
奎
章
閣
の
、
順
帝
９
世
に
４
％

け
る
な
･
ａ
ｘ
-
ゆ
き
で
あ
る
。
奎
章
閣
は
順
帝
の
世
ｉ
ｉ
は
、
名
を
宣

文
と
改
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
Ｉ
の
こ
と
は
「
本
紀
」
４
至

正
元
年
六
月
の
條
に
も
、

　
　

戊
辰
、
改
面
奎
章
閣
篤
寛
文
閣
、

と
見
え
る
通
り
で
あ
る
が
、
『
事
こ
こ
に
至
る
迄
に
は
、
左
０
ヤ

う
み
罷
緯
が
あ
っ
た
。
さ
う
に
吽
、
そ
の
経
緯
は
、
す
な
は
ち
ま

た
営
時
０
政
情
勿
雙
遷
を
反
映
す
る
如
く
で
あ
る
。

’
す
な
は
ち
４
づ
、
文
宗
０
崩
後
、
順
帝
部
位
の
‘
営
初
に
は
、
。

奎
章
閣
は
、
暫
く
そ
の
機
能
を
停
止
し
た
と
誉
し
い
。
む
ろ
ん
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2

　

そ
の
建
物
は
存
在
し
、
奎
章
閣
な
る
名
栴
も
存
綬
し
た
が
、
天

　
　
　

子
常
御
０
所
と
た
ら
す
、
た
だ
「
奎
章
閣
大
學
士
」
な
・
る
名
稀

　
　
　

が
、
重
臣
の
虚
街
と
し
て
加
へ
ら
れ
’
る
。
に
止
ま
つ
た
や
う
で
あ

　
　
　

る
。
「
本
紀
」
を
輸
す
る
と
、
部
位
の
直
後
、
至
順
四
年
０
六
月

　
　
　

に
、

　
　
　
　
　

辛
未
、
命
伯
顔
認
太
師
中
書
右
丞
相
上
柱
國
監
脩
國
史
象

　
　
　
　

ご
蛍
章
閣
大
學
士
領
學
士
院
太
史
院
回
回
漢
人
司
天
監
事
、

　
　
　

と
、
「
字
章
閣
大
學
士
」
が
宰
相
伯
顔
の
加
街
に
な
つ
て
を
り
、

　
　
　

元
統
二
年
七
月
の
條
に
は
、

　
　
　
　
　

壬
辰
、
帝
幸
大
安
閣
、
是
日
宴
侍
臣
於
奎
章
閣
、

　
　
　

と
そ
こ
で
近
臣
に
宴
を
賜
は
り
、
至
元
元
年
閏
十
二
月
に
は
、

　
　
　
　
　

丁
酉
、
御
史
大
夫
撒
的
、
加
銀
青
柴
裕
大
夫
、
領
奎
章
閣
、

　
　
　
　
　

知
経
諸
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　

四
年
四
月
に
は

　
　
　
　
　

乙
亥
、
命
阿
吉
剌
篤
奎
章
大
學
士
蒙
知
経
記
事
ヽ

　
　

と
見
え
る
０
が
、
元
統
至
元
の
。
間
に
於
け
る
奎
章
閣
開
係
の
記

　
　

事
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
あ
・
ま
り
花
々
し
い
活
動
は
し
て
ゐ
な

　
　

い
。

　
　
　
　
　
　
　

ｆ

　
　
　
　
　
　

‘
’
、

　
　
　

こ
れ
は
営
時
の
政
情
恥
考
へ
て
見
れ
ば
ド
さ
も
あ
る
べ
き
こ

　
　

と
で
あ
る
。
ご
す
な
は
ち
帝
の
部
位
の
初
め
、
元
統
の
二
年
間
は

帝
を
擁
立
し
た
燕
眠
木
兄
の
７
　
、
唐
其
勢
の
一
家
が
践
厄
し
た

時
代
で
あ
り
、
そ
れ
に
っ
っ
ぐ
至
元
の
六
年
間
は
、
唐
其
勢
失

脚
の
後
を
う
け
て
狽
政
と
な
っ
た
伯
顔
が
、
・
’
飛
ぶ
鳥
を
も
落
さ

ん
す
る
勢
ひ
を
示
し
た
時
期
で
あ
る
。
足
か
け
八
年
間
こ
の
幼

弱
の
天
子
は
、
た
だ
も
う
重
視
仰
成
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

か
う
し
た
政
情
の
中
で
は
、
奎
章
閣
が
天
子
文
學
の
署
と
し
て

そ
０
機
能
を
狸
揮
す
べ
く
も
な
小
。
の
み
な
ら
す
、
至
元
時
代

０
宰
相
で
あ
っ
た
伯
顔
は
、
至
っ
て
漢
文
化
ぎ
ら
ひ
の
人
物
七

あ
っ
た
。
。
科
率
を
腹
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
南
人
の
仕
途
を
大

い
に
は
ば
ん
だ
こ
と
、
み
な
そ
の
あ
ら
は
れ
な
ら
ぬ
は
な
い
。

ま
た
世
祖
の
昔
に
還
る
と
稀
し
て
、
再
び
至
元
の
年
競
を
用
ひ

た
の
も
、
ど
う
や
ら
そ
の
非
漢
化
主
義
と
開
連
し
た
こ
と
と
思

は
れ
る
が
、
か
う
し
た
空
気
の
中
に
あ
っ
て
は
、
奎
章
閣
が
、

あ
れ
ど
も
な
き
が
如
き
形
に
な
る
の
は
、
い
よ
い
よ
営
然
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
か
う
し
た
舷
勢
に
鍵
化
を
も
た
ら
し
た
の
は

伯
顔
の
失
脚
・
で
あ
る
。
さ
う
し
て
帝
が
親
し
く
政
務
を
脱
る
こ

と
と
な
り
、
親
政
の
輔
相
と
し
て
は
＞
脆
脆
が
任
命
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
脆
脆
は
、
拍
顔
０
甥
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
伯
父

と
は
打
り
て
受
っ
た
文
化
主
義
者
で
あ
つ
‘
た
。
「
元
史
」
の
脆

脆
傅
に
は
い
ふ
、
。
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生
１
　
岐
協
７
．
異
於
常
兄
、
’
。
及
就
事
、
・
・
請
於
其
師
坤
江
奥
直
ぐ
Ｉ

方
。
曰
、
使
脆
脆
終
日
危
坐
蹟
書
き
不
’
若
日
記
古
人
嘉
言
善

行
、
。
服
之
終
身
耳
、
‐
；

｀
！
ｌ

　
　
　
　

か
ぐ
幼
時
か
ら
漢
書
に
に
親
し
ん
’
だ
人
物
・
で
。
あ
り
て
、
そ
ｏ
師
”

　
　

臭
直
方
と
。
い
ふ
の
は
、
ぎ
に
か
の
淵
穎
先
生
臭
莱
の
父
で
あ

　
　

る
・
ま
だ
書
も
一
通
り
憾
書
。
い
た
ら
し
く
、
陶
宗
義
の
「
書
史
‘

　
　

會
要
」
に
。
は
、
「
善
大
字
」
’
と
し
で
、
そ
’
の
名
を
録
し
、
欧
陽
玄

　
　

は
そ
の
っ
ｎ
ｉ
麟
溌
」
三
大
字
に
践
し
て
、
［
字
書
方
毅
。
に
し
て
。

　
　

f
.
i
i
.

Ｘ
>

　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ
Ｉ
ｉ

　
　

酷
く
顔
異
卿
に
類
た
り
］
と
い
ふ
。
か
う
し
た
人
物
が
、
－
。
輔
相

　
　

と
な
っ
た
の
で
み
。
る
か
ら
し
て
こ
こ
に
。
伯
顔
の
行
き
過
貳
ぼ

　
　

是
正
さ
れ
、

　

ノ

　
　

ー
。

　

＼

　

’
。
‐

　

【
－

　
　
　
　
　

脆
譚
乃
悉
更
伯
顔
奮
政
、
復
科
寧
取
士
法
、
復
行
太
廟
四

　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　

時
慨
、
】
思
郊
王
徹
徹
禿
之
冤
、
召
還
宣
譲
威
順
二
王
、
使

　
　
　
　
　

・
居
奮
藩
、
以
阿
魯
圖
正
親
王
之
位
、
開
馬
禁
、
肢
盛
額
、

　
　
　
　
　

周
負
鎧
、
叉
開
経
節
、
逍
選
儒
臣
以
勧
講
、
‐
而
貌
脆
賓
領

　
　
　
　

丿
経
鑓
事
、
中
外
翁
然
、
稀
篤
賢
相
、

　
　
　

と
‐
い
ぷ
風
眼
、
。
科
挙
の
再
興
を
始
め
、
種
冬
の
文
化
的
な
新
政

　
　
　

が
行
は
れ
・
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
づ
し
た
政
策
０
韓
換
は
、
憚

　
　

ｋ
．
伯
顔
と
麗
脆
と
ｏ
人
柄
ｏ
差
違
に
基
く
か
、
或
ひ
は
既
に
成

９

　

年
に
廸
し
た
順
碧
０
性
向
が
、
伯
顔
の
や
う
な
守
奮
の
政
治
に

　

あ
き
た
ら
す
し
て
、
宰
相
。
０
更
迭
を
促
し
た
が
、
ま
た
そ
’
尾
そ

　

も
営
時
の
朝
廷
の
空
琳
金
匯
が
、
伯
顔
的
な
國
倅
主
善
Ｅ
支
持

　

し
が
た
く
な
っ
て
ゐ
た
か
、
‐
恐
ら
く
は
そ
の
い
づ
れ
も
を
原
閃
’

　

と
す
る
で
あ
ら
＾
'
■
＄
1
、
’
ぞ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
べ
か
う
し
片

　

空
気
の
轄
換
は
、
慨
然
奎
章
閣
を
も
活
気
づ
け
、
至
元
五
年
三
。

　

月
、
伯
顔
が
失
脚
し
だ
そ
の
月
の
本
紀
叫
は
、

　
　
　

丁
丑
ヽ
以
冷
書
侍
雖
史
建
識
帖
睦
溜
認
奎
章
閣
大
學
士
翰

　
　

’
林
１
　
學
士
ヽ
掲
貧
斯
鶴
奎
章
閣
供
奉
學
士
、

　

と
、
さ
っ
Ｉ
ぞ
ぐ
奎
章
閣
の
官
属
が
充
賓
さ
れ
て
ゐ
る
。
供
奉
學
。

ｙ
士
と
な
っ
た
掲
悩
斯
が
、
翰
林
の
名
流
で
あ
る
こ
と
は
既
児
｀
文

　

宗
の
條
で
説
い
た
・
。
達
識
帖
睦
邁
も
、
蒙
古
人
『
で
ぱ
あ
る
け
れ

　

ど
も
、
し
「
元
皮
」
の
本
傅
に
、

　
　
　

幼
其
共
兄
峨
木
兄
塔
識
、
倶
入
國
學
焉
諸
生
、
‐
讃
経
史
悉

　
　
　

能
道
大
義
、
尤
好
學
１
　
、

　

と
見
え
る
や
う
に
、
翰
１
　
と
ゆ
か
。
り
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
、
衆

　

た
そ
の
年
０
七
月
に
は

　

‘
。
戊
寅
、
。
命
翰
林
學
士
承
旨
嶼
吟
、
奎
章
閣
學
士
硬
唖
等
則

　
　
　

修
大
元
通
制
０
.

　

と
、
奎
章
閣
へ
「
大
元
通
制
い
編
纂
の
命
が
下
る
の
で
あ
’
る
が

や
が
て
そ
０
年
の
十
二
月
に
は
、

9＝こ
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μ

　
　

虎
子
、
罷
天
暦
以
後
壇
設
太
禧
宗
頴
等
院
・
及
奎
章
閣
、

と
、
一
息
衰
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
い
さ
Ｈ
)
か
理
解
に

苦
し
む
と
と
の
や
う
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
ま
た
別
の
理
｀
Ｊ
が

あ
る
。
。
す
な
は
ち
、
順
帝
の
郎
位
は
、
も
と
も
と
文
宗
の
皇
后

不
答
央
里
の
効
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
さ
い
し
よ

順
帝
は
文
宗
恥
先
皇
と
し
て
あ
が
め
て
ゐ
た
ｔ
と
こ
ろ
が
や
が

て
順
帝
の
父
な
る
明
宗
は
、
文
宗
に
謀
殺
さ
れ
た
と
い
ふ
事
情

が
明
か
に
な
り
、
こ
の
年
の
六
月
、
詔
を
下
し
て
文
宗
０
廟
主

を
の
ぞ
き
、
皇
太
后
を
東
安
州
に
移
し
て
ゐ
る
。
か
う
し
た
関

係
が
し
文
宗
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
た
諸
官
署
を
晟
止
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
思
ふ
の
で
あ
っ
て
、
奎
章
閣
も
そ
の
巻
き
添
へ

を
食
っ
た
も
０
ら
し
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
年
に
は
、
年
彼
も
新
政
に
塵
じ
て
、
至

正
と
改
ま
る
と
共
に
、
一
度
腹
止
さ
れ
た
奎
章
閣
が
、
再
び
官

文
閣
と
し
て
更
生
す
る
こ
と
晨
な
っ
た
。
さ
う
し
て
天
子
は
五

日
ご
＆
に
そ
こ
に
御
し
、
欧
陽
玄
、
李
好
文
、
黄
活
、
許
有
壬

な
ど
の
名
流
か
ら
経
書
の
講
義
を
き
き
、
手
習
ひ
を
し
、
古
琴

を
弾
す
る
こ
と
と
な
り
た
・
事
は
「
庚
申
外
史
」
に
見
え
る
。

い
は
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　

辛
‐
巳
至
正
元
年
、
詔
選
儒
臣
欧
陽
玄
李
好
文
黄
籍
許
有
壬

　
　

等
四
人
、
五
日
一
進
講
、
讃
五
経
四
書
、
寫
大
字
、
賂
操

　
　

弾
古
調
、
常
宣
文
閣
、
（
こ
の
句
脱
字
あ
ら
ん
）
用
心
前
１
　

　
　

往
行
、
欽
欽
然
有
向
慕
之
志
焉
、

　
　

ヽ

時
に
帝
は
年
二
十
四
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
か
う
し
た
文
化
主
義
に
對
し
、
侍
臣
０
中
に
は
反

１
　
を
と
な
へ
る
も
０
が
な
ほ
な
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を

押
し
切
っ
た
の
は

　

脱
脱
で
あ
っ
た
。
脱
脱
の
轄
に
は
い
ふ
、

　
　

帝
１
　
御
宣
文
閣
、
脱
脱
前
奏
日
、
陛
下
臨
御
以
来
、
天
下

　
　

無
事
、
宜
留
心
聖
學
、
頗
聞
左
右
多
温
携
者
、
設
使
経
史

　
　

不
足
観
、
世
阻
豊
以
是
敦
裕
皇
哉
、
即
秘
書
監
取
硲
宗
所

　
　

授
書
以
進
、
帝
大
悦
、

　

ま
た
営
時
の
色
目
人
大
臣
の
う
ち
、
第
一
の
イ
ン
テ
リ
て
あ

っ
た
嘩
曖
の
進
言
も
、
宣
文
閣
の
再
開
に
あ
づ
か
っ
て
力
あ
乙

だ
。
「
一
几
史
」
の
曖
曖
傅
に
は
い
ふ
、

　
　

大
臣
議
罷
先
朝
所
置
奎
章
閣
學
士
院
及
略
文
監
諸
属
官
、

　
　

唾
曖
進
曰
、
民
有
千
金
之
産
、
猶
設
家
塾
延
館
客
、
豊
有

　
　

堂
糞
天
朝
、
富
有
四
海
、
一
學
房
乃
不
能
容
耶
、
帝
聞
而

　
　

深
然
之
い
即
日
改
奎
章
閣
篤
宣
文
閣
、
赫
文
監
篤
崇
文
監
、

　
　

存
設
如
初
、
就
命
曖
曖
董
治
。
叉
請
置
検
討
等
職
十
六
員

　
　

以
備
進
講
、
帝
皆
命
允
パ
｀

44-



45

　

加
ぐ
天
子
め
瘍
問
所
と
し
て
の
組
腹
蔵
、
再
び
整
備
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　

″

　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』

ば
か
り
で
な
ぐ
～
書
斎
。
Ｑ
鑑
賞
と
に
Ｓ
４

　
能
も
？
復
濡
し
な
一

黄
滑
ｏ
「
蕭
學
士
文
集
」
さ
。
事
五
「
資
善
大
天
河
西
朧
北
道

粛
訪
傅
凱
烈
公
肺
道
碑
」
、
す
な
ば
ち
債
霞
。
の
鼻
迦
碑
。
に
は
’
｡
ｍ

正
初
年
の
と
と
と
し
七
。
い

　

’
上
嘗
坐
宣
文
閣
’
閲
宋
徽
宗
憲
・
、
侍
・
臣
共
稀
其
帥
妙
、
公

　
　

。
、
前
奏
白
、
徽
宗
溺
於
小
技
、
而
不
惶
大
事
、
以
失
其
國
フ

　
　

父
子
１
　
篤
顧
虜
、
共
遺
跡
雖
存
、
こ
料
走
査
乎
い
‘
上
鸞
然
ブ

　

ノ
。
丞
命
蔵
書
、

と
、
帝
が
宣
文
閣
に
於
て
ヵ
宋
ｏ
徽
宗
２
萱
を
賞
し
た
む
ね
を

記
し
て
・
ゐ
。
る
”
　
１
Ｍ
う
し
た
蒔
術
方
面
の
閣
臣
と
し
て
、
最
も
恩

遇
を
迎
へ
た
の
は
、
か
の
「
六
書
正
調
」
「
説
文
字
原
Ｑ
の
著
者

な
る
周
伯
埼
で
あ
っ
た
。
元
史
の
伯
埼
ｏ
傅
に
は
い
ふ
、
？
‥

　
　

至
正
元
年
、
改
奎
章
閣
篤
宣
文
閥
、
藷
文
｛
監
篤
崇
文
監
、

　
　

伯
埼
協
官
文
閣
授
経
郎
、
一
教
戚
里
大
臣
子
弟
、
毎
進
講
縁

　
　

稀
旨
、
且
Ｂ
被
顧
阻
、
帝
以
伯
瑞
工
書
法
、
喬
篆
宣
文
閣

　
　

賓
、
偽
題
扁
宣
文
閣
、
及
華
王
義
之
所
書
浦
等
序
智
永
所

　
　

書
千
文
、
刻
石
闇
中
、
自
是
累
m
a
宣
文
崇
文
之
間
「
而

　
　

脊
邁
錨
隆
矣
、
帝
嘗
呼
共
宇
伯
温
而
不
名
、

　

こ
の
文
章
に
よ
っ
て
、
・
宣
文
閣
に
ｔ
ぺ
奎
章
閣
同
様
、
授
経

硲
髄
置
鮎
れ
、
’
蒙
古
米
臣
子
＊
Ｑ
裁
育
に
賞
っ
鳶
と
乏
、
廠
琴

の
印
記
と
。
し
．
ｔ
‘
味
バ
ｍ
矯
Ｑ
刻
じ
・
た
／
「
宜
火
筒
賓
」
。
’
・
が
用
ひ
ち
・

れ
た
ご
と
こ
ｔ
た
前
に
あ
Ｉ
げ
た
智
永
の
千
字
文
の
ほ
か
、
蘭
亭

序
も
模
本
布
石
亡
刻
せ
ら
れ
た
こ
と
’
-
'
ｍ
本
の
。
筆
者
は
ｓ
づ
れ

も
伯
埼
で
あ
９
た
こ
と
が
わ
か
る
ツ
伯
琉
に
は
『
近
光
集
ヒ
子

身
反
従
詩
』
一
命
が
あ
り
、
。
宣
文
閣
の
掌
故
に
多
く
鴫
れ
て
ゐ

る
こ
と
と
察
せ
４
れ
ｙ
四
庫
提
要
に
は
Ｉ
櫛
允
李
の
「
巣
京
百

詠
」
と
共
に
ぺ
最
も
「
元
季
の
遺
聞
に
湖
り
」
‐
得
べ
き
も
の
と

評
し
て
心
右
丿
東
京
り
静
嘉
堂
に
明
刊
本
９
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
ゐ
る
げ
れ
夢
も
ヽ
ま
だ
寓
匯
せ
ぬ
’
眼
嗣
高
０
。
「
元
詩
迦
＞

に
抄
出
し
た
も
ひ
の
。
刄
に
グ
μ
て
ｆ
-
J
ぺ
ぼ
、
’
『
・
｛
紀
恩
具
十
韻
｝
と
し

題
す
る
五
言
長
律
Ｉ
吋
宣
文
下
１
　
」
。
「
夏
ぽ
陶
今
入
直
三
首
一
八
と

題
す
る
七
。
紹
ノ
い
づ
れ
も
湘
に
闘
す
る
‘
作
で
。
あ
る
。

　

ぬ
ぽ
収
蔵
の
印
記
は
、
伯
矯
の
餅
し
た
、
「
宣
僕
閣
嗇
叩
ａ
．
ほ

か
ヽ
「
至
正
珍
秘
」
と
臨
ふ
小
玉
印
も
用
ぴ
ら
れ
た
。
’
ら
本
紀
。
」
’

の
至
正
九
年
六
月
の
條
に
。

　
　

丙
子
、
刻
小
玉
郎
、
’
以
至
正
珍
秘
鎔
文
、
凡
秘
書
敗
所
掌

　

１
　
書
、
皆
識
之
、

と
あ
る
め
が
、
そ
れ
で
あ
る
’
。
こ
れ
ら
の
印
記
を
押
し
た
１
　
書

が
今
我
陳
人
間
『
に
存
す
る
か
ど
う
か
ブ
や
は
り
専
門
家
の
教
’
へ
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を
待
ち
た
５
.
と
思
ふ
。
な
ほ
奎
た
西
域
人
の
書
家
盛
煕
明
が
、

　

そ
の
「
法
書
考
」
八
倦
を
献
上
し
て
、
嘉
納
さ
れ
た
と
い
「
書
史

　

會
要
」
に
見
え
る
の
も
、
順
帝
を
め
ぐ
る
１
　
縁
の
・
ギ
つ
で
あ
る
。

　
　
　

盛
煕
明
、
其
先
曲
鮮
人
、
後
居
猿
章
、
清
脩
謹
筋
、
篤
學

　
　
　

多
材
、
エ
翰
墨
。
亦
能
通
六
國
１
　
、
至
正
甲
申
、
１
　
以
所

　
　
　

編
法
書
考
八
谷
進
、
上
覧
之
徹
巻
、
命
蔵
禁
中
、

　
　

か
く
至
正
初
年
の
宣
文
閣
を
め
ぐ
る
空
気
は
、
き
は
め
て
文

　

化
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
帝
も
、
さ
う
し
た
文
化
的
な
空
気
の
中

　

心
た
る
に
堪
へ
る
だ
け
０
教
養
を
、
そ
な
へ
て
ゐ
た
や
う
で
あ

　

る
。
か
０
遼
金
宋
０
三
史
が
脆
脆
の
名
を
署
し
て
纂
修
さ
れ
た

　

り
も
、
常
時
め
朝
廷
の
文
化
的
な
空
気
の
、
象
徴
と
い
は
ね
ば

　

な
ら
ぬ
。
前
代
史
の
纂
修
は
、
世
祖
以
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
が

　

そ
れ
が
こ
こ
に
至
っ
て
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
編
纂
は
至

　

正
三
年
に
始
め
ら
れ
、
翌
々
五
年
に
成
っ
た
が
、
書
が
成
っ
て
、

　

右
丞
相
阿
魯
圖
が
上
進
す
る
や
、
帝
は
阿
魯
圖
に
向
ひ
、

　
　
　

史
既
成
書
、
前
人
善
者
、
殷
富
取
以
篤
法
ご

　
　
　

戒
、
づ
然
豊
止
激
勧
篤
君
者
、
篤
臣
者
亦
営
知
之
、
卿
等
其

　
　
　

僣
股
心
、
以
前
代
善
悪
焉
勉
、

　

ど
・
い
づ
た
と
本
紀
に
見
え
る
。
・
更
に
興
味
が
あ
る
の
は
ヽ
阿
魯

レ
佃
盾
一
の
記
事
で
あ
る
。

　
　

時
詔
修
遼
金
宋
三
史
、
阿
魯
回
篤
總
裁
、
五
年
三
史
成
、

　
　

十
月
阿
魯
圖
等
既
以
其
書
進
、
帝
御
宣
文
閣
、
阿
魯
回
復

　
　

輿
平
章
政
事
帖
木
兄
塔
識
太
千
上
奏
、
太
阻
取
金
、
世
祖

　
　

平
宋
、
混
一
置
宇
、
典
章
圓
籍
、
皆
肺
秘
府
、
今
陛
下
以

　
　

三
國
事
績
、
命
儒
士
纂
修
、
而
臣
阿
魯
回
總
裁
、
臣
素
不

　
　

讃
漢
人
文
書
、
未
解
其
義
、
今
者
進
呈
、
風
脚
之
暇
、
乞

　
　

以
備
乙
寛
、
帝
日
、
此
事
卿
誠
未
解
、
史
書
所
繋
甚
重
、

　
　

非
儒
士
汎
作
文
字
也
、
彼
一
國
人
君
行
善
則
國
興
、
殷
篤
・

　
　

君
者
、
宜
取
以
篤
法
、
彼
一
朝
行
悪
則
國
慶
、
殷
営
取
以

　
　

馬
戒
、
然
豊
止
倣
勧
人
君
、
其
間
亦
有
篤
宰
相
事
、
善
則

　
　

卿
等
宜
倣
、
悪
則
宜
監
戒
、
殷
奥
卿
等
、
皆
富
取
前
代
善

　
　

悪
馬
勉
、
朕
或
思
有
未
至
ｉ
卿
等
共
言
之
、
阿
魯
圖
頓
首

　
　

舞
嗣
而
出
、

　

阿
魯
国
が
・
「
臣
は
漢
人
の
文
書
に
習
は
ね
ぱ
、
そ
の
内
容
を

解
し
申
さ
す
」
と
上
奏
し
た
の
に
對
し
、
帝
は
支
那
人
ｐ
史
學

０
効
用
を
、
排
々
と
説
明
し
て
や
っ
て
ゐ
る
。
臣
僚
の
『
方
は
た

ほ
或
ひ
は
昔
日
０
蒙
古
人
で
あ
っ
た
が
、
君
主
｀
の
方
は
、
も
は

や
奮
日
０
阿
蒙
で
な
か
っ
た
。
ヽ

　

な
ほ
ど
の
修
史
９
事
業
な
ら
び
に
科
學
０
復
興
も
、
宣
文
閣

’
ｐ
開
設
。
の
場
合
と
同
じ
い
く
、
゛
噺
瞬
・
の
進
言
が
、
輿
か
り
て
力
あ

-
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り
た
。

　
　

・
時
科
皐
既
輯
、
睦
曖
従
容
篤
帝
言
、
古
昔
取
人
材
以
済
世

　
　

用
、
必
由
科
皐
、
ヽ
付
可
慶
也
、
’
帝
采
其
論
、
尋
復
薔
制
、

　
　

」
自
進
臍
司
馬
光
資
治
通
鑑
、
。
因
言
國
家
鴬
及
斯
時
修
遼

　
　

金
栄
三
史
、
良
久
。
恐
疲
閥
逸
、
後
置
局
纂
修
、
賢
由
曖
曖

　
　

醗
其
端
、

　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　

こ
の
曖
峻
と
い
‘
‐
び
、
前
に
鯛
れ
た
柔
爾
直
班
と
い
ひ
、
達
識

帖
睦
遡
と
い
ひ
、
蒙
古
色
目
の
大
臣
０
中
か
ら
、
好
文
の
人
が

陸
続
と
輩
出
し
て
、
‘
朝
廷
り
要
位
係
ゐ
た
こ
と
は
、
元
末
の
蒙

古
朝
廷
０
室
気
を
、
別
９
面
か
ら
蹟
る
■
＞
≪
j
Q
で
あ
る
。

　
　

も
つ
と
'
･
＾
’
か
う
し
た
好
文
の
。
窓
気
は
、
’
至
正
の
始
め
に
必

　

み
こ
と
に
い
ち
ぢ
る
し
い
の
で
あ
つ
七
、
や
が
て
帝
は
西
‐
檜
の

　

す
す
め
る
房
中
の
術
に
・
溺
れ
、
。
侠
楽
に
身
を
ま
か
せ
る
こ
と
と

　

な
る
。
ま
た
そ
れ
と
共
に
、
天
下
も
漸
ぐ
多
敗
と
な
り
、
’
群
寇

　

東
南
に
蜂
起
し
て
遂
に
至
正
二
十
八
年
の
蒙
塵
に
至
る
。
そ
Ｏ

　

た
め
「
本
紀
」
の
後
牛
に
は
、
右
文
の
記
事
は
影
を
ひ
そ
め
、
‐

。
帝
の
失
徳
に
開
す
る
記
事
ば
か
り
が
多
く
見
尭
る
。
「
本
紀
」
の

　

上
に
於
け
る
さ
う
し
た
記
事
０
受
化
が
、
大
た
い
至
正
１
　
四

　

年
、
脆
脆
の
失
１
　
を
境
と
し
て
起
る
の
は
、
興
味
あ
る
現
象
で

　

あ
ｙ

が
、
そ
れ
は
暫
く
お
く
と
し
て
、
順
帝
が
支
那
の
薦
文
に

鮭
し
理
解
が
嗜
好
を
■
ｒ
ｆ
>
０
て
。
ゐ
糸
ご
。
と
は
、
ブ
疑
ふ
べ
く
も
な

一
い
。
に
章
。
に
漢
文
を
讃
む
能
力
ぱ
か
.
ｆ
ｆ
ｉ
v
.
で
な
く
、
そ
れ
を
綴
る
能

力
も
も
っ
て
ゐ
た
。
か
と
疑
は
れ
f
O
資
料
が
あ
る
。
楊
稿
の
「
山

居
新
話
」
に
見
え
る
掃
話
は
、
そ
れ
で
‐
あ
っ
て
ヽ
い
は
く

　
　

至
元
六
年
二
月
ナ
五
日
、
細
逐
伯
顔
太
師
之
詔
、
珪
具
芭

　
　

匯
同
草
於
御
楊
前
、
草
文
、
以
其
各
領
所
部
、
詔
書
到
日
、

　
　

悉
還
本
衛
、
上
日
。
自
早
至
暮
、
皆
一
日
也
、
可
改
作
時
、

　
　

改
正
一
字
、
尤
馬
切
至
、
於
此
可
見
聖
明
也
、

　

ｔ
な
は
ち
至
芒
八
年
、
伯
顔
罷
免
ｏ
際
ｏ
詔
勅
の
む
す
び
は

　

「
本
紀
」
に
も
見
え
る
や
弓
こ

　
　

今
命
伯
顔
、
出
篤
河
南
行
省
左
丞
湘
、
所
有
元
領
諸
衛
親

　
　

軍
井
怯
藤
丹
人
等
、
詔
・
１
　
到
時
、
郎
許
散
還
、

で
■
V
S
-
Ｓ
＞
:
’
　
　
　
Ｋ
ｉ
れ
は
楊
躇
等
が
王
座
の
前
で
遡
稿
し
た
も
の
で
あ

、
る
が
、
最
初
の
卿
稿
で
は
「
詔
書
到
4
1
」
と
な
っ
て
ゐ
た
。
と

こ
ろ
が
そ
れ
で
は
・
手
ぬ
る
い
、
「
詔
書
到
時
」
に
せ
よ
と
、
曹
か

ら
注
意
さ
れ
て
改
め
先
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ
臆
帝
の
作
文

力
を
示
す
も
の
と
見
て
よ
か
ら
う
。
。
・
な
ほ
。
’
「
新
話
」
の
著
者
楊

稿
は
順
帝
０
潜
邸
０
頃
か
ら
の
奮
臣
で
１
ｃ
≪
v
-
、
伯
顔
追
放
吟
も

一
役
っ
と
め
た
と
、
暁
脆
傅
に
見
え
る
Ａ

　

ま
た
帝
が
書
■
ｉ
＾
-
>
Ｐ
能
＼
ｙ
し
ヽ
た
ち
し
Ｓ
　
Ｖ
'
＊
Ｊ
は
。
「
庚
申
外
史
」
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紹

　

０
末
「
野
史
断
曰
」
の
條
に
、

　
　
　
　

予
聞
之
友
人
暢
中
之
日
、
帝
不
嗜
酒
、
善
書
、
又
善
観
天

　
　
　
　

象
、

　
　

と
見
え
る
。
「
酒
を
嗜
ま
す
、
書
を
善
く
し
、
‥
ま
た
善
く
天
象

　
　

を
観
る
」
と
い
へ
ば
、
む
し
ろ
蒼
向
き
イ
ン
テ
リ
で
あ
っ
た
こ

　
　

と
を
思
は
す
。

　
　
　
　

こ
ふ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
帝
は
賓
は
蒙
古
人
で
な
く
、

　
　

宋
の
恭
帝
の
落
胤
で
あ
る
と
い
ふ
異
聞
が
存
作
す
る
こ
と
で
あ

　
　

る
。
こ
の
こ
と
が
最
も
早
く
兄
え
る
の
は
、
お
そ
ら
く
「
庚
申

　
　

外
史
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
至
正
五
染
の
條
Ｔ
に
い
ふ
、

　
　
　
　

國
初
宋
江
南
陥
附
時
、
識
國
公
幼
・
君
也
、
入
部
自
願
篤
針

　
　
　
　

向
塔
寺
中
、
己
而
奉
詔
居
甘
州
山
寺
、
有
麹
王
者
、
因
嬉

　
　
　
　

游
至
其
寺
、
隣
國
公
年
老
且
孤
、
留
一
回
回
女
子
輿
之
、

　
　
　
　

延
佑
七
半
、
女
子
有
娠
、
四
月
十
六
日
夜
、
生
一
男
子
’
、

　
　
　
　

明
宗
適
自
北
方
来
、
早
行
見
其
寺
上
有
龍
文
五
采
気
、
卯

　
　
　
　

物
色
得
之
、
乃
頑
國
公
所
居
室
也
、
因
問
、
子
之
所
居
得

　
　
　
　

無
有
重
賞
乎
、
頑
國
公
。
曰
、
無
有
。
固
問
之
、
則
曰
丿
今

　
　
　
　

早
五
更
後
、
舎
下
生
二
男
子
耳
。
、
明
宗
大
喜
、
因
求
篤
子
、

　
　
　
　

弁
其
母
斑
鱗
、
｀

　
　
　

す
゛
は
ち
宋
の
亡
國
０
後
、
甘
州
す
な
は
ち
今
の
張
抜
駆
に

と
ら
は
れ
て
ゐ
た
恭
帝
と
、
さ
る
回
回
の
娘
と
の
問
に
儲
竹
た

の
が
順
帝
で
あ
っ
て
。
、
明
宗
が
そ
れ
を
子
と
し
て
貰
ひ
受
け
た

と
い
ふ
の
で
あ
る
。
順
帝
が
明
宗
の
賢
子
で
は
な
い
と
い
ふ
風

説
は
、
「
｀
几
史
」
の
本
紀
に
沁
兄
え
る
ど
と
で
あ
っ
て
、
帝
の
在

世
中
か
ら
噂
に
上
っ
て
ゐ
た
ら
し
い
が
、
「
庚
申
外
史
」
の
や
う

な
況
は
、
そ
れ
に
更
に
尾
鰭
を
つ
け
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
う
し

て
「
外
史
」
の
こ
０
説
は
、
明
の
袁
忠
徹
【
「
皇
明
文
衡
一
倦
瓦

十
六
細
流
國
公
事
賓
一
」
朱
曜
Ｉ
銭
謙
谷
「
一
初
學
集
」
巻
二
十

五
＼
＼
･
ｉ
Ｍ
國
公
事
賢
｛
｝
ら
に
よ
っ
て
岨
述
さ
れ
、
し
か
も
結
局

は
清
の
四
庫
提
要
が
断
定
し
て
ゐ
る
や
う
に
無
稽
の
説
だ
の
で

あ
ら
う
が
、
か
う
し
た
説
が
良
生
し
流
行
す
る
に
至
っ
た
ｏ

は
、
令
の
性
格
が
漢
人
的
で
あ
り
、
非
蒙
古
人
的
で
あ
っ
た
ｏ

と
、
開
係
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
’
ち
や
う
ど
金
の
章
宗
が
、

宋
の
徽
宗
の
外
孫
で
あ
る
と
い
は
れ
る
の
と
、
一
般
で
あ
る
。

除
談
な
が
ら
、
民
國
０
　
史
家
ｐ
.
誰
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
何
の
雑

誌
で
あ
っ
た
か
、
順
帝
漢
人
‐
況
を
熱
心
に
主
張
し
た
論
文
が
あ

ご
た
。
明
の
建
文
．
Ｑ
遜
國
と
か
、
‘
清
の
順
治
の
遁
世
と
か
、
乃

至
は
こ
の
順
帝
の
間
題
と
か
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
れ
ば
歴
史
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

　

』

　
　
　

―

本
流
に
は
大
し
て
影
響
０
な
さ
さ
う
な
降
題
ｙ
.
"
支
那
０
　
史
家

は
、
常
に
熱
心
。
で
あ
る
。
≒
支
那
０
史
學
０
柱
々
忙
し
て
示
す
こ
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の
Ｉ
マ
シ
チ
ベ
ｔ
鰐
そ
れ
酋
そ
泌
史
學
め
奪
格
を
語
る
も
の
と

し
て
、
ｔ
．
ぢ
伍
ぎ
だ
興
殊
探
‐
知
・
一

　
　

し
…
…

Ｊ

　
　

上
土

　

以
上
奄
以
て
順
帝
そ
０
．
人
に
開
す
ゐ
叙
述
を
終
る
こ
と
に
す

る
。
元
末
、
の
事
情
は
’
　
　
１
Ｍ
と
ｉ
t
ｔ
つ
た
叙
述
Ａ
)
し
て
は
、
「
元
史
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ

を
始
め
’
　
　
Ｓ
づ
・
れ
も
漏
略
で
ｉ
Ｑ
-
＝
s
’
そ
の
く
せ
零
砕
な
資
料
は

満
地
の
散
銭
０
ご
と
で
あ
る
。
い
ま
私
は
そ
れ
ら
を
一
々
浚
破

｀
す
る
閑
を
も
た
ぬ
。
ま
た
’
そ
の
存
在
を
知
び
っ
っ
、
し
か
１
日

膳
し
得
な
い
資
料
も
、
ひ
と
り
周
伯
埼
の
‘
「
近
光
集
」
に
は
止

ま
ら
ぬ
。
と
？
一
章
拉
こ
と
忙
掛
一
漏
萬
な
の
を
恐
れ
る
の
で

あ
る
が
、
癩
帝
に
っ
。
い
ｔ
の
叙
述
を
絡
る
に
富
び
、
附
帯
的
に

言
及
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
収
。
は
、
そ
の
太
子
愛
猷
識
理
逢
臓

の
こ
と
恰
あ
る
。

　

愛
猷
識
理
建
臓
ヽ
母
は
順
帝
の
寵
好
で
あ
。
つ
た
・
高
麗
人
凸
奇

氏
、
「
庚
申
外
史
」
に
よ
れ
ば
Ｊ
至
元
五
年
に
生
れ
、
‥
脆
睨
０
家

で
養
育
さ
れ
た
。

ぢ
皇
太
子
生
ｊ
Ｊ
一
賢
育
失
妻
斎
臓
ヽ
賓
痍
聖
官
祁
氏
之
子

地
、
乳
翼
翼
薦
｛
呼
睨
脆
Ｉ
笥
公
、
．
其
後
髪
睨
因
奏
令
正

　

省
皇
石
子
之
、

≪
)
>
ｒ
>
_
)
　
て
「
本
紀
」
’
で
良
、
至
軍
八
年
二
月
の
條
に
、
ｉ

．
再
子
、
命
太
子
量
猷
識
理
娃
臓
、
’
習
讃
隻
吾
兌
文
字
、

　

１
た
九
年
七
月
０
條
に
、

　
　

壬
辰
、
詔
命
太
子
愛
猷
識
理
迪
臓
、
習
學
漢
人
文
書
、
以
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｉ
χ

　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　

ｄ

　
　

李
好
文
篤
論
徳
、
鮪
陽
協
賛
善
ｍ
張
冲
篤
文
學
、
‐
ｊ
李
好
文

　
　

等
上
書
１
　
、
不
許
ｊ

　

ま
た
至
正
九
年
十
月
の
條
に
・

　
　

丁
酉
、
命
皇
太
子
愛
猷
識
理
達
臓
、
自
是
日
篤
始
入
端
本

　
　

堂
肆
業
、
命
脆
脆
領
端
本
堂
事
、
司
徒
雅
普
化
知
端
本
堂

　
　
　
　
　
　

／

　
　

事
、
．
端
本
堂
虚
中
座
、
以
僕
至
尊
臨
幸
、
太
子
呉
師
傅
、

　
　

分
東
西
向
坐
授
書
、
『
其
下
僚
属
、
以
次
列
坐
ド

　

ま
た
十
一
年
三
月
の
．
條
に
、

　
　

壬
戌
、
徴
建
寧
處
土
彭
炳
篤
端
本
堂
津
書
り
不
至
ｆ

と
‘
、
そ
の
教
育
に
開
す
る
記
事
ｔ
載
せ
’
十
三
年
の
六
月
の
條

に
・
は
、

　
　

丁
酉
’
．
立
皇
子
愛
猷
識
理
鐘
眼
篤
皇
太
子
、
’
中
書
令
福
密

　
　

使
授
以
金
賓
．
告
祭
天
地
宗
廟
、
命
右
丞
Ｊ
睨
脆
象
鷹
事
↓
．

と
ご
太
子
冊
立
０
も
と
を
記
し
て
ゐ
Ｍ
？
_
°
　
ｒ
庚
＃
:
外
史
】
う
は
ヽ

冊
立
を
十
五
年
尽
か
け
、
一
～

　
　
　
　
　
　

ソ

　
　

１
立
’
興
聖
宮
５
　
后
添
愛
育
失
黎
苓
臓
儡
皇
太
子
Ｊ

と
記
し
、
ご
且
つ
そ
ｓ
:
冊
詞
を
載
せ
．
て
ゐ
‘
る
．

　
　
　
　

／
ざ
”
’
一

　

表
こ
・
ろ
蓄
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釦

　

か
ら
ウ
ｙ
・
グ
ル
字
を
藪
酋
る
と
共
に
、
儒
臣
犯
つ
い
て
漢
書
を

　
　
　

も
受
け
て
ゐ
る
。
ま
た
そ
の
學
問
薄
端
本
堂
に
於
て
は
学
習
ひ

　
　
　

も
課
せ
ら
れ
ゝ
時
で
は
そ
の
筆
蹟
を
俸
臣
に
賜
憾
つ
た
・
欧
陽

　
　
　

玄
の
≒
「
圭
棄
文
圧
」
・
臨
十
五
『
麟
陣
二
大
字
賛
』
に
は
い
ふ

　
　
　
　
　

皇
太
子
習
大
書
端
本
堂
、
上
命
皮
其
所
Ｍ
ｍ
’
記
之
於
覇
、

　
　
　
　
　

或
以
賜
兎
侍
宮
臣
、
則
録
所
賜
人
姓
名
、
而
登
載
之
、
惧

　
　
　
　
　

重
之
室
也
ヽ
宣
文
閣
授
経
郎
油
沁
鄭
深
ヽ
其
官
署
貌
在
内

府
、
輿
青
坊
密
遡
八
深
家
父
以
戈
世
同
居
聞
、
自
論
徳
以

下
、
咸
楽
輿
之
遊
、
因
得
侍
硯
席
、
’
被
寵
顧
、
故
有
心
賜

焉
ヽ
所
賜
篤

心
鳳
二
大
字
ヽ
若
曰
ヽ
同
昏
偏
國
家
之
瑞
≒

　
　

有
若
９
　
鳳
云
爾
ヽ
筆
法
方
戴
ヽ
意
度
閑
暇
ヽ
天
縦
不
凡
、

　
　

深
得
之
、
允
焉
慶
幸
、
ム
属
玄
記
其
事
於
下
方
、
謹
呉
于
作

　
　

ｕ
、
り
僻
目
、
春
宮
臨
池
ご
岬
助
腕
力
’
、
・
結
僣
借
巌
、
運
華

　
　

端
直
。
上
命
宮
臣
い
端
貯
儲
、
∠
遇
有
賜
予
、
栽
匍
記

　
　

諸
、
深
仕
延
閣
、
ヽ
授
徒
宮
席
で
獲
陪
燕
翼
’
M
是
寵
洸
、

　
　

維
麟
昇
鳳
、
肇
錫
兆
嘉
、
有
之
似
之
、
瑞
我
鋼
家
、
‐

　

ま
た
お
な
七
ぐ
鄭
深
が
、
い
至
正
十
七
年
、
ｉ
故
郷
へ
お
ら
う
と

』
天
太
子
の
御
所
に
御
暇
乞
ふ
に
際
立
７
ｋ
ｙ
‐
。
「
儲
君
に
縁

側
然
と
七
Ｈ
押
屹
右
を
顧
み
た
ま
Ｉ
近
日
書
し
た
ま
ふ
芦
ｏ

眉
奮
０
　
二
汰
字
を
取
吻
て
賜
‐
ぴ
き
芒
希
希
測
ｉ
ｔ
七
ぺ
［
圭

ｌ
ｐ
自
‘
”

　
　

い
゛
゛
！

　
　

ｔ
ｆ
ｌ
″

　
　

一
″
『
ｊ

　

－
ｉ
－
一
’
一
゛
｛
‘
゛

　

％
Ｉ
Ｉ

斎
文
集
」
一
巻
十
四
『
眉
壽
二
大
字
跳
』
ヽ
に
見
え
、
ｔ
だ
そ
れ
よ

り
ざ
き
午
四
年
の
秋
に
は
宮
臣
を
使
ひ
に
し
て
「
経
訓
」
の
二

大
字
を
、
欧
陽
玄
に
賜
ぱ
つ
た
と
、
危
素
の
「
圭
粛
先
生
欧
陽

公
行
舷
」
に
見
え
る
。
以
上
は
い
づ
れ
も
幼
牟
の
臨
池
で
あ
る

が
、
や
が
て
そ
０
　
書
は
ニ
か
ど
。
の
も
９
と
な
っ
た
ら
し
く
、

「
書
史
會
要
」
に
は
「
學
を
好
む
を
知
力
七
八
字
を
作
る
を
喜
び

だ
衆
ぴ
、
異
楷
は
雄
媚
に
し
て
、
探
く
虞
永
興
の
妙
を
得
た
ま

ふ
、
工
失
の
純
熟
な
る
に
非
す
ん
ば
、
到
る
能
は
ざ
る
な
り
」

と
い
つ
て
ゐ
る
Ｕ
Ａ
Ｊ
は
、
こ
の
論
文
の
冒
頭
に
示
し
た
通
り
で

あ
る
・
更
に
興
味
が
お
る
の
は
「
匯
申
外
史
」
至
正
’
二
十
一
年

心
條
忙
見
え
た
次
の
記
事
で
あ
る
。

　
　

太
子
酷
好
秘
法
ッ
於
清
寧
宮
殿
置
龍
林
、
中
坐
東
西
布
長
。

　
　

庸
、
残
番
冊
高
麗
女
列
坐
、
旛
長
倉
下
了

　
　

曰
ヽ
李
先
生
散
我
讃
儒
１
　
１
　
　
多
年
、
我
不
省
１
　
中
何
秀
・

　
　

西
番
債
教
我
佛
絵
、
我
】
夕
便
良
、
李
先
生
者
、
舷
元
李

　
　

好
文
也
、
太
子
初
學
１
　
、
甚
雄
勁
、
其
後
放
蕩
無
拘
嶮
、

　
　

専
喜
臨
宋
徽
宗
宇
帖
丿
謂
之
痩
筋
之
書
、
或
禽
之
曰
、
徽

　
　

宗
亡
禰
之
君
、
不
足
１
　
法
、
太
子
曰
、
ノ
我
胆
學
共
筆
法
裏

　
　

逸
’
、
不
學
亀
治
天
フ
リ
。
庸
何
嫌
平
、
‐

　

、
ｔ
’
れ
は
吠
蒙
聳
し
梵
。
拡
ヤ
太
子
Ｑ
ｉ
Ｋ
徳
に
麟
す
’
:
i
0
記
事
々
戸
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心

り
ち
～
ぞ
の
前
・
串
叫
ｗ
ぷ
さ
な
蕎
４
　
１
　
蒼
蚤
良
隆
笥
‐
‐
酋
零

　

１
　
疹
４
　
じ
奢
衆
含
膏
忙
ｔ
ｔ
．
づ
ｔ
・
？
『
な
岐
多
少
洽
。
む
す
び
φ
。

ル
ｔ
ｔ
峨
を
溺
万
儡
Ｌ
証
１
　
ご
ズ
な

　

１
　
配
応
ぐ
1
　
　
1
1
1
ヶ
訃
だ
め
に
は
ヽ
、
も
ｙ
一
。
一
競
洵
町
ｔ

千
万
善
で
大
露
獣
子
寸
土
優
。
な
妥
寸
言
責
聳
章
倫
七
哩
十
晋
）

口
Ｈ
月
計
且
い
言
上

欝
Ｕ
諮
汗

腿
珍

な
・
ば
な
ら
ぬ
”
　
＊
武
を
以
ｔ
ｆ
つ
だ
奇
渥
温
氏
も
、
旅
に
は
か

う
し
た
風
良
尚
人
‘
Ｓ
４
ｉ
％
す
＼
　

_と
に
恥
．
ヴ
な
も
ど
よ
Ｉ
野
史
‘

ぎjl9'la

農
Ｅ
．
か
ら
ｍ
必
ず
し
も
そ
が
ま
ま
に
は
事
冪
あ
る

”
『

　

Ｉ
‘
’
■
-
"
■

＞
-
^
'

｡
｡

■
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χ

ソ
化
畑
む
プ
今
し
た
紅
貧
ｔ
ｔ
笞
に
１
　
疹
七
八

Ｉ

　

Ｉ
Ｉ

　
　

一
一

　
　

μ

　
　
　

Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　

Ｊ

　

で

　
　
　
　
　

’
｀
χ
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘
゛
‘

＃
そ
毒
号
ゐ
た
と
考
ヘ
エ
ぶ
魯
い
ら
う
ツ
迪
子
雅
北
遷
？

直
前
に
ぱ
、
女
皇
老
對
立
す
る
彭
忙
た
っ
て
葛
藤
を
起
し
、
津

た
ｔ
１
　
の
・
後
に
は
ぐ
北
元
の
昭
宗
ど
な
『
り
七
こ
艮
北
に
。
君
臨
す

る
こ
へ
周
知
の
如
く
ぜ
齢
ざ
が
ヽ
ご
こ
ｏ
。
人
物
も
父
皇
に
劣
ら

ダ

　
　

‘

　
　
　

’
｀
↓
―

　
　
　
　

一

ぬ
文
化
人
で
あ
っ
た
や
う
に
、
私
亡
は
思
へ
る
０
で
あ
る
。

　

な
ほ
清
の
顧
嗣
立
の
「
元
詩
選
」
、
近
人
陳
行
の
　
１
元
詩
紀
４
　
」

に
Ｉ
噸

　
１
及
び
戈
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｆ
す
Ｉ
ヴ
。
斗
廬
首
録
エ
て
・

る
が
、
こ
れ
は
り
っ
れ
も
、
自
作
と
い
ふ
確
譜
に
乏
し
い
。
こ

　
　
　
　
　
　

ｒ
フ

　
　
　
　

♂

　
　
　
　

｝
‘
ｌ

　
　

’
ｓ

　

さ
ｔ
以
上
私
は
ヽ
元
の
諸
参
の
文
學
ぼ
っ
き
ヽ
自
分
で
も
像

期
せ
ぬ
程
、
長
々
と
書
き
椿
け
て
来
た
。
と
こ
ろ
で
私
は
、
以

「
紺
世
大
壽
匯
録
」
に
見
え
、
ａ
。
が
、
「
贅
書
」
な
る
言
葉
は
、
他
ぱ
屠
’
慨

を
知
ら
ぬ
？
‐
手
本
を
ま
ね
て
書
い
祐
手
．
笥
草
紙
と
．
い
ふ
こ
と
て
み
ら
う

か
．
と
、
、
疑
ひ
を
と
ざ

國
太
學
か
ら
憲
雄
さ
れ
た
影
印
本
『
朴
蓮
事
諺
解
』
（
楽
章
匍
叢
書
第
八
）

を
披
貝
４
　
ズ
必
る
と
い
寺
小
差
器
ひ
頒
學
童
と
の
會
話
と
し
て
次
の
一

條
が
沸
つ
飛
ヅ

　

‐
こ
弥
毎
日
・
倣
轟
凛
勁
課
、
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Ｉ
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湊
Ｊ
打
眉
個
１
尿
い

Ｉ
涜
偕
謳
ま
憑
▽
師
傅
上
唱
凋
試
攻
膚
的

　
　

之
後
、
廻
家
喫
飯
、
却
到
學
裏
よ
害
念
一
゛
會
い
に
き
芒
一
＆
句
詩
、
到

　
　
　
　
　
　

○
○
『

　
　
　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　

ｒ
－

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　

陥
午
肩
倣
書
‘
．
寫
差
字
的
、
手
心
上
打
Ξ
嶮
‐
方
、
（
九
二
Ｉ
九
三
頁
）

　
　
　

Ｉ
ｊ
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゛
一
‘
｀

　
　
　

ｉ
’
¶
’
、

　

し
】
『
’

　
　

・
．
７
｀
し
も
’
・
．
’

１
’
働
Ｉ
Ｌ
ﾖ
ｰ
≫
　
＾
t
.
l
"
＾
f
W
O
l
f
?
!
ｆ
ｆ
ｉ
＼

｡
　
７
･^
Ｖ
ｒ
'
■̂
＊
■
｡
■
≪
'
?
”
≪
f
i
"
-
ｆ
Ｓ
Ｏ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｊ

つ
む
こ
と
叫
１
こ
れ
で
わ
か
ｌ
・
な
ほ
「
朴
迦
事
」
は
、
元
の
頃
、
朝

／

　

９

　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　

Ｓ

　
　

。
ｒ

　

み
’
″

鮮
４
む
き
に
編
纂
さ
れ
た
支
那
語
會
話
教
科
書
で
あ
っ
て
、
寺
小
屋
の

ほ
が
’
　
ｋ
呂
そ
本
そ
果
服
屋
、
。
大
工
、
左
官
、
町
贋
者
ｙ
。
散
髪
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ
‘

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　

ｒ

　
　
　
　

４

等
ヽ
齢
時
の
皿
井
の
情
状
を
活
寫
じ
て
ゐ
る
・
紅
會
史
風
俗
卑
の
賓
料

と
し
で
、
竃
嶽
の
な
い
價
値
を
も
っ
を
の
Ｉ
思
は
‥
れ
る
。
。
ｊ
を
『
例
書
』

と
い
ふ
言
葉
、
今
は
な
い
．
ａ
'
こ
れ
は
羅
雄

が
君
の
示
教
で
あ
る
。
（
同

じ
年
の
六
月
求
日
、
う
め
草
を
求
め
ら
れ
そ
じ
る
す
）
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